
　

日
本
電
気
計
器
検
定
所

（
J
E
M
I
C
）
は
、
業
務

の
一
層
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
2
0
1
7
（
平
成　

）
29

年
4
月
1
日
、
関
西
支
社
尼

崎
事
業
所（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

を
関
西
支
社
（
大
阪
府
大
阪

市
）
に
、
九
州
支
社
熊
本
事

業
所
（
熊
本
県
熊
本
市
）
を

九
州
支
社（
福
岡
県
福
岡
市
）

に
統
合
し
た
。

【
関
西
支
社
】
〒
5
3
1
―

0
0
7
7
、
大
阪
市
北
区
大

淀
北
1
―
6
―
1
1
0
、
電

話
0
6
―
6
4
5
1
―
2
3

5
5

【
九
州
支
社
】
〒
8
1
5
―

0
0
3
2
、
福
岡
市
南
区
塩

原
2
―
1
―　

、
電
話
0
9

40

2
―
5
4
1
―
3
0
3
1

人
事
異
動

日
本
電
気
計
器
検
定
所
＝
▽

北
海
道
支
社
長
中
川
基
之

（
監
事
室
課
長
）
▽
北
陸
支

社
長
荒
井
義
雄
（
総
務
部
総

務
グ
ル
ー
プ
グ
ル
ー
プ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
▽
関
西
支
社

長
横
道
裕
治
（
関
西
支
社
長

兼
尼
崎
事
業
所
長
）
▽
関
西

支
社
京
都
事
業
所
長
坂
上
清

一
（
標
準
管
理
グ
ル
ー
プ
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
▽

中
国
支
社
長
川
田
利
之
（
沖

縄
支
社
長
）
▽
九
州
支
社
長

馬
場
將
彰
（
関
西
支
社
京
都

事
業
所
長
兼
検
定
課
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
▽
沖
縄
支
社
長
佐

藤
行
男
（
北
陸
支
社
検
定
課

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）（
4
月
1
日

付
）

東洋計器がガスメーターを大型受注
バングラデシュから21万バングラデシュから21万台台

年
は
経
済
成
長
に
と
も
な
い

ガ
ス
資
源
枯
渇
の
懸
念
が
浮

上
し
て
き
た
た
め
、
使
用
量

抑
制
の
効
果
が
見
込
め
る
プ

リ
ペ
イ
ド
式
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

の
導
入
を
決
め
た
と
い
う
。

　

同
社
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中

心
に
拡
販
を
目
指
し
て
お

り
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
受

注
を
足
掛
か
り
に
、
他
国
へ

も
輸
出
を
拡
大
す
る
方
針
。

（1） 2017年（平成29年）4月2日（日）第 3144号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

東
洋
計
器
の
海
外
受
注
、
J
I
S
3
月
分
、
日
電
検
事
務
所
統
合
ほ
か 

①
面

地
域
計
量
機
関
人
事
異
動　

、
国
計
連　

ほ
か 

②
面

（1）

（4）

計
量
グ
ラ
ス
報
告　

、
品
質
工
学
企
業
交
流
会
、
計
量
法
解
釈
運
用 

③
面

（4）

J
C
S
S
登
録
・
認
定
事
業
者
一
覧
「
長
さ
」 

④
⑤
面

N
M
S
研
究
会
報
告　

8
月 

⑥
面

社
説
、
計
量
関
係
第
3
四
半
期
決
算　
 

⑦
面

（6）

電
子
式
熱
中
症
計
の
J
I
S
制
定
、
採
用
情
報　

、
島
津

（1）

製
作
所
を
「
な
で
し
こ
銘
柄
」
選
定 

⑧
面

今週の主な記今週の主な記事事

【
休
刊
の
お
知
ら
せ
】4
月

9
日
付
は
休
刊
し
、次
号

（
3
1
4
5
号
）は
4
月　
16

日
付
で
発
行
し
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
は
3
月　
21

日
、
日
本
工
業
規
格
（
J
I

S
）
を
制
定
・
改
正
し
、
公

示
し
た
。
3
月
公
示
分
に
は

計
量
計
測
関
連
が
多
数
含
ま

れ
て
い
る
。

　

制
定
・
改
正
さ
れ
た
計
量

計
測
関
連
の
J
I
S
は
次
の

と
お
り
。
自
動
は
か
り
の
J

I
S
が
制
定
・
改
正
さ
れ
て

い
る
。
湿
球
黒
球
温
度
（
W

B
G
T
）
指
数
を
測
定
す
る

計
測
器
（
熱
中
症
計
）
の
関

連
記
事
は
⑧
面
。

■
制
定
さ
れ
た
日
本
工
業
規

格
（
記
載
は
、
規
格
名
称
、

規
格
番
号
、
原
案
作
成
団
体

の
順
）

▽
充
填
用
自
動
は
か
り
―
第

1
部
：
計
量
要
件
及
び
技
術

要
件
、B　

7
6
0
4
―
1
、

日
本
計
量
機
器
工
業
連
合
会

▽
充
填
用
自
動
は
か
り
―
第

2
部
：
試
験
方
法
、
B　

7

6
0
4
―
2
、
同
▽
電
子
式

湿
球
黒
球
温
度（
W
B
G
T
）

指
数
計
、
B　

7
9
2
2
、

日
本
電
気
計
測
器
工
業
会
▽

交
流
電
子
式
電
力
量
計
精
密

電
力
量
計
及
び
普
通
電
力
量

計
―
第
2
部
：
取
引
又
は
証

明
用
、C　

1
2
7
1
―
2
、

同
▽
交
流
電
子
式
電
力
量
計

超
特
別
精
密
電
力
量
計
及
び

特
別
精
密
電
力
量
計
―
第
2

部
：
取
引
又
は
証
明
用
、
C

　

1
2
7
2
―
2
、
同
▽
交

流
電
子
式
無
効
電
力
量
計
―

第
2
部
：
取
引
又
は
証
明

用
、
C　

1
2
7
3
―
2
、

同■
改
正
さ
れ
た
日
本
工
業
規

格
（
同
）

▽
ダ
イ
ヤ
ル
ゲ
ー
ジ
、
B　

7
5
0
3
、
日
本
精
密
測
定

機
器
工
業
会
▽
ア
ネ
ロ
イ
ド

型
圧
力
計
―
第
1
部
：
―
ブ

ル
ド
ン
管
圧
力
計
、
B　

7

5
0
5
―
1
、
日
本
計
量
機

器
工
業
連
合
会
▽
積
算
熱
量

計
、
B　

7
5
5
0
、
同
▽

自
動
捕
捉
式
は
か
り

（
キ
ャ
ッ
チ
ウ
ェ
イ
ヤ
）、B

　

7
6
0
7
、
同
▽
電
力
量

計
（
誘
導
形
単
独
計
器
）
―

第
2
部
：
取
引
又
は
証
明

用
、
C　

1
2
1
1
―
2
、

日
本
電
気
計
測
器
工
業
会
▽

電
力
量
計（
変
成
器
付
計
器
）

―
第
2
部
：
取
引
又
は
証
明

用
、
C　

1
2
1
6
―
2
、

同
▽
誘
導
形
無
効
電
力
量
計

―
第
2
部
・
取
引
又
は
証
明

用
、
C　

1
2
6
3
―
2
、

同
▽
最
大
需
要
電
力
計
―
第

2
部
：
取
引
又
は
証
明
用
、

C　

1
2
8
3
―
2
、
同
▽

赤
外
分
光
分
析
通
則
、
K　

0
1
1
7
、
日
本
分
析
機
器

工
業
会

経
済
産
業
省

日
本
工
業
規
格（
J
I
S
）を
制
定
・
改
正

3
月
公
示
分
に
は
計
量
計
測
関
連
が
多
数

首
都
ダ
ッ
カ
の
家
庭
用
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

ガ
ス
使
用
量
抑
制
図
る
J
I
C
A
事
業

　

ガ
ス
・
水
道
メ
ー
タ
ー
製
造
の
東
洋
計
器
（
長
野
県
松

本
市
和
田
3
9
6
7
―　

、
土
田
泰
秀
社
長
）
が
、
バ
ン

10

グ
ラ
デ
シ
ュ
の
天
然
ガ
ス
供
給
会
社
か
ら
同
国
の
首
都

ダ
ッ
カ
で
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
式
ガ
ス
メ
ー
タ
ー　

万
台

21

を
受
注
し
た
。
同
国
の
ガ
ス
の
使
用
量
抑
制
を
図
る
国
際

協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
事
業
の
一
環
で
受
注
額
は
約

　

億
円
。

40
　

東
洋
計
器
が
同
国
向
け
に

開
発
し
た
家
庭
用
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
は
、
非
接
触
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
技
術
「
フ
ェ
リ
カ
」
を
内

蔵
。
読
み
取
り
部
に
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
を
か
ざ
し
て
入

金
し
た
金
額
分
だ
け
ガ
ス
が

使
え
る
。
今
回
は
ダ
ッ
カ
の

家
庭
向
け
に
、
ガ
ス
供
給
会

社
チ
タ
ス
ガ
ス
へ
4
月
末
に

納
入
を
開
始
す
る
。

　

同
国
の
ガ
ス
の
使
用
量
抑

制
を
図
る
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
事
業
の
一

環
。
天
然
ガ
ス
埋
蔵
量
が
豊

富
な
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で

は
、
家
庭
の
ガ
ス
料
金
が
定

額
制
で
使
い
放
題
だ
が
、
近

　

国
立
極
地
研
究
所
は
、
南

極
域
の
海
氷
面
積
が
2
0
1

7
年
（
平
成　

年
）
3
月
1

29

日
、
1
9
7
8
年
の
衛
星
観

測
開
始
以
来
の
最
小
値
を
更

新
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
発
表
し
た
。

　

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
J
A
X
A
）
の
水
循
環
変

動
観
測
衛
星
「
し
ず
く
」（
G

C
O
M
―
W
）
の
観
測
デ
ー

タ
に
よ
り
、
昨
年
以
降
、
南

極
大
陸
周
辺
の
海
氷
面
積

デ
ー
タ
に
特
徴
的
な
変
化
が

現
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
と
い
う
。

　

2
0
1
6
年　

月
中
旬
に

10

海
氷
面
積
が
1
7
6
7
・
6

万
平
方
㎞
と
な
り
、
同
月
と

国立極地研究所が発表

南極域の海氷面積
観測史上最小を記録

し
て
は
観
測
史
上
（
1
9
7

8
年
以
降
）
最
小
の
海
氷
面

積
を
記
録
し
た
。
こ
の
縮
小

傾
向
は
継
続
し
、
2
0
1
7

年
3
月
1
日
に
海
氷
面
積
が

2
1
4
・
7
万
平
方
㎞
と
な

り
、
年
間
を
通
じ
て
の
観
測

史
上
最
小
値
を
更
新
し
た
。

　

2
0
1
7
年
の
年
間
最
小

面
積
は
、
2
0
0
0
年
代
の

平
均
値
の　

・
8
%
に
縮
小

70

し
て
い
る
。

日
電
検
が
事
務
所
統
合


